


太陽光発電導入の事例
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電飾菊栽培施設への太陽光発電・HP導入事例（概要）

電飾菊を栽培する施設園芸では、太陽光発電とハウス内への採光を両立しつつ、最適な
栽培環境になるようヒートポンプをはじめとした設備による温度制御が行われています
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電飾菊栽培施設への太陽光発電・HP導入事例（詳細）

産官学が協議会を立ち上げ、園芸ハウスへ設置可能な太陽光発電パネルの開発、実証
を行い、行政は各種セミナーへの出展や相談会を実施するなどの役割を果たしました

取組の詳細

事業開始

の背景

• 田原市の電照菊栽培では、冬季にビニールハウスを暖房するた

めの化石燃料の使用、白熱電球による電力消費の多さが課題

となっていた

• 「エコ」な農産物を有利に販売できる仕組みを構築するため、市

が中心となって、太陽光発電、LED電照、ヒートポンプの導入に

よるCO2削減の取組を検討

• 農林水産省「低炭素むらづくりモデル支援事業」に採択され、

補助メニューを活用しながら事業を開始

設備構成

・

規模

• 太陽光発電・ヒートポンプを持つ660m2のビニールハウスを構築

• 太陽光発電パネルはハウスの屋根および建物南側に設置され、

パネルの隙間に透過ガラスをはめ込むことで、生育に必要となる

太陽光の透過を確保

• 電圧100Vに対応の構成となっており、昼間に発電された電力は

自己使用し、余剰分は売電および併設の蓄電池へ蓄電

スキーム

• 田原市産業振興部農政課が主体となり、田原市低炭素施設

園芸づくり協議会を立ち上げられた

• 田原市と県普及課の他、JA、篤農家（認定農業者、経営士

等）、イシグロ農芸（現・イノチオ農芸）、サイエンス・クリエイト、

豊橋科学技術大学が参画した産官学連携事業

• イシグロ農芸の試験場にて実施され、補助事業につき、同社の

負担はないものと推察

自治体

関与

• 施設園芸の低炭素化に関するセミナーを複数回開催することで

関係者への普及・啓発に取り組む

• 太陽光発電、ヒートポンプ導入に係る個別相談会を実施

●CO2排出量削減率の推移

●電飾菊栽培施設に設置された太陽電池
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群馬県高崎市における水耕栽培ハウスへの太陽光発電導入事例（概要）

水耕栽培を行う施設園芸において太陽光発電を導入し、自家利用ではなく、専ら売電を
行うことで追加収益の獲得を目指している事例もあります
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群馬県高崎市における水耕栽培ハウスへの太陽光発電導入事例（詳細）

太陽光発電設備にあたり調達した銀行からの融資は、売電収入によって、農業設備は7年
間、発電設備は12年間で返済されるように計画されています

●水耕栽培をしている施設園芸

設備構成

・

規模

• 両面透過型の太陽光パネルを採用

• 発電出力：110.8kW、年間発電量：約13万kWh

• 発電設備下部の農地面積：1,600平方メートル

その他の

取組

• グループ会社にて直営店舗を運営

• 県内の農業専門学校と連携し、人材育成に取り組む

• 他企業との連携による農福連携事業も実施

• 20世帯分の営農型賃貸住宅ソラーレはるなを建設し、

家族、定年退職者、 県外移転者が働ける環境を整備

• 企業内託児所も設置するなど、育児をしながら働きやす

い職場にすることも検討

• 建設費6,100万円のうち、農業設備の構築に2,900万

円、太陽光発電設備の導入に3,200万円

• 全額を金融機関からの融資で調達

• 農業設備部分を年間427万円で7年間で返済

• 太陽光部分は年間266万円で12年間で返済

費用

取組の詳細

• 収量：周辺地域の露地栽培と比較して300％

• 売電単価：36円／kWh

• 年間売電収入：490万円

収益

・

収量

●水耕栽培をしている施設園芸に設置されている太陽電池

●栽培されたソーラー野菜
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千葉県市原市における実証試験農園SUNファーム市原への太陽光発電導入事例

イチジク等の果物の栽培を行う施設園芸に太陽光発電を導入することで、施設園芸の夜
間電気料金を、昼間の営農型太陽光発電により専ら売電収入で賄う事例もあります

事業背景

• 株式会社 SUN ファームが主導（自社園芸施設）

• 農地の有効活用による農業経営の安定化を実現する

仕組みとして、アグリボルタイクス（ソーラーシェアリン

グ）を作用させる

• 施設園芸の特徴（温度、湿度等、作物に適した栽培

環境を整える）を生かした単位面積当たりの収穫量の

高さ（露地栽培比）による収量アップと、発電によるコ

スト削減の両立を目指す

• 農業の6次産業化で利益率を高める

導入効果

• 約1,000m2における収入の割合は、売電収入3割程度、

農産物の加工・販売による収入が7割程度

• 土壌乾燥防止、作物葉焼け実割れ防止

• 炎天下での作業が楽

• 防風・鳥獣ネット設置に支柱が役立つ

• 冬野菜を霜から救う

• エネルギーと食両方の自給自足が可

• 地上約3~5ｍの高さに適度にパネルが存在

• 遮光率を40%程度

設備構成

・

規模

取組の詳細 ●施設園芸部分（写真：左上部分）

●本施設で栽培されている農作物



ヒートポンプ導入の事例
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福島県いわき市あかい菜園におけるヒートポンプ導入事例

トマトを栽培する施設園芸において、冷暖房機能を有するヒートポンプを導入したことで、暖
房期間のランニングコストが3割削減され、高価格時期の秋期の生産量が4割向上しました

設備構成

・

導入費用

• 総面積1.5ha

• ヒートポンプ22台／ハウス2棟

• 循環扇

• CO2発生装置

• 複合環境制御システム（ミノリタス）

（愛媛大学や企業と共同開発）

• デマンド監視制御装置

導入効果

• 燃油暖房機のみで暖房した場合と比較すると、暖房期間

（11⽉〜5⽉）の燃油削減量は約140Kℓ（ランニングコスト

30%削減）と試算される

• 従来は、高温多湿の時期を避けて、8⽉中旬以降に定植してい

たが、7⽉〜9⽉にかけて夜間冷房を⾏った結果、高価格期の

9⽉〜11⽉の生産量は約4割向上

• 病害もなく肥大が良好で、慣⾏ではSサイズが多いのに対し、M

サイズが中心&Aランク品率も73％になり、慣⾏（65％）よりも

高品質化が図られている

• 夜間冷房をした場合は、病害の発生は殆どなく、病害による苗

の入れ替えは8本/haで、慣行（277本/ha）に⽐べ著しく減

少し、苗の購入費や農薬使用量の削減よりコストも削減された

• デマンドコントロールと複合環境制御システムを連動させることで、

冬場のピーク電⼒使用量を抑制

• 東北電力研究開発センターと３年間の共同研究を重ねること

で、一定の知見を蓄積されていた

• 販売単価の高まる9⽉〜10⽉の収量確保を目指して、7⽉から

定植・栽培を⾏うためにヒートポンプによる夜間冷房と除湿を実

施していた

事業開始

の背景

取組の詳細 ●トマトを栽培する施設に設置されたヒートポンプ

●トマトを栽培する施設 ●ヒートポンプの背面
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ハウスみかん栽培施設へのヒートポンプ導入事例

ハウスみかんを栽培する施設園芸へのヒートポンプ導入により、燃油使用量を8割削減し、
動⼒光熱費も半減させることに成功しました

設備構成

・

導入費用

• 一体送風型ヒートポンプの導入経費は約 70 万円/台（設置

費込み）

• H26年度には最新型のヒートポンプ24台を導入（農林水産省

の燃油高騰対策事業）

• 減価償却期間を7 年、重油単価37 円/L の場合、導入するこ

とで経営改善が図られ、重油単価が103 円/L以上まで高騰し

た場合は、年間の償却費用を上回る削減効果を発揮する

導入効果

• ヒートポンプと3重被覆設備の導入により燃油使用量は約8割の

削減（約265kℓ→約54kℓ）

• 電気代は増加したものの、燃油使用量の削減により、動⼒光

熱費は約2,300万円から約1,100万円に減少

• 省エネ効果等の試験結果はハウスみかん部会で共有した結果、

部会のほとんどの農家がヒートポンプ等を導入しており、部会全

体での燃油使用量が半減

• 燃油価格に左右されずに計画的な温度管理を⾏うことにより、

労力分散が可能

• JAからつでは、産地でのヒートポンプ導入によるCO2排出削減の

取組をＪ－クレジット制度に登録

• 冷房機能のあるヒートポンプを導入した場合、夏場の出荷前に

冷房することで電気料はかかるが、ミカンの糖度が増し、着色率

が上がるため、出荷価格が大幅に向上

• JAからつ主導

• 115aのハウスでみかん（「宮川早生」や「上野早生」としてブラン

ド化）を栽培

• JAからの依頼もありH20年度に試験的にヒートポンプ3台、H22

年度には3重被覆設備を導入

事業開始

の背景

取組の詳細 ●農協主導の取り組み

●ハウスみかん栽培の様子

●ハウスみかん栽培施設に設置された一体送風型ヒートポンプ
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ヒートポンプ導入にともなうＪ－クレジット登録事例

JAからつではハウスみかんを栽培する施設園芸へのヒートポンプ導入の取組をＪ－クレジッ
ト制度へ登録することで追加の収益を得る取組も行っています

Jクレ事業

関係者

• 主導者：JAからつ

• 事業者：ハウスミカン農家（ハウスミカン部会組合、から

つ・エコハウス倶楽部）

• 県：農業改良普及センター（+支援機関）

Jクレ事業

スキーム

• 農協主導によるプログラム型

• ハウスみかん農家が、研修で一緒になった人からＪ－クレ

ジットの話を聞いたことを契機に取組を開始（H27）

• JAが県の農業改良普及センターや支援機関に話をし、プ

ロジェクト登録に向けた具体的な検討を始めた（H28）

• JAが農家からの委任状を得た上で、電力会社から消費

電力量を把握

Jクレ事業

副次効果

• 認められたＪ－クレジットは、生産者への還元やヒートポ

ンプなど省エネ機器導入支援など、JAからつ地区のハウ

スみかん栽培を活性化させるために使用であった

※取組段階での計画。現在も実施中かどうかは確認で

きず

Jクレ内容

• 運営管理者：唐津農業協同組合

• Ｊ－クレジット認定量（計画）：65t-CO2/年）

• Ｊ－クレジット収益金額：約10万円（2023）

●からつエコ・ハウス倶楽部の概要図取組の詳細

●プロジェクトの概要図
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三次ピオーネ生産組合でのヒートポンプ導入事例

ピオーネを栽培する施設園芸へのヒートポンプ導入では、1次エネルギー使用量、燃油使用
量、CO2排出量の削減が実現されています

●ピオーネ栽培施設に設置されたヒートポンプ

設備構成

・

導入費用

• H26〜27年度に全ハウスの1/3にあたる4.6haのハウス

にヒートポンプ73台を導入

導入効果

• H26年度に導入したハウス2.2haでは、全体の燃油使

用量が約145kℓ削減された

• 増加した電気使用量を含めた⼀次エネルギー使用量は

3,430GJの削減となり、CO2排出量も約235t削減され

たと算定される

• ハウス内の室温が安定したことから、ハウス内の生育ムラ

がなくなり、ハウス単位での作業ができるようになったため、

出荷時期の調整などの労⼒も減少し省⼒化が図られ

ている

• 高品質なピオーネの生産に⽋かせない室温コントロール

が容易になり品質も安定

• 三次ピオーネ生産組合は、19⼾の農家の協業によりハ

ウス栽培（約14ha）と露地栽培（約22ha）でピオー

ネを中心としたブドウを生産

• ハウス栽培では、燃油価格高騰への対応と傾斜畑ハウ

スで課題となるハウス内の温度ムラの解消を目的として

ヒートポンプを導入

事業開始

の背景

取組の詳細

●栽培されているピオーネの様子
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JA伊万里でのヒートポンプ導入事例

キュウリを栽培する施設園芸において、ヒートポンプを用いることで暖房コストが半減、収量
が2割向上され、得られた増収効果は、キュウリのブランド化にも貢献しています

●きゅうり栽培施設に設置されたヒートポンプ

設備構成

・

導入費用

• 加温ハウス（10a）と無加温ハウス（10a）の2棟

• 炭酸ガ ス発生機

• 環境測定装置

• ヒートポンプ2台

導入効果

• ヒートポンプの導入により燃油使用量は約74％削減

（9.8kL/10a→2.5kL/10a）

•  電気使用量は増加したものの、暖房コストとしては約

半分の55万円となり、CO2排出量も約17.5tの削減と

算定される

• ヒートポンプ、炭酸ガス発生機等を組み合わせて温湿度、

炭酸ガス濃度の管理を徹底したことで収量は2割以上

増加（約37t/10a）

• 夏季の夜間冷房では、徒⻑防⽌や褐斑病発生抑制

等の効果が確認され生育や品質向上にも結びついてい

る

• ヒートポンプによるコスト低減効果や増収効果はきゅうり

部会内で共有化し、「伊万里きゅうり」のブランド化にも

貢献

• ヒートポンプを活用した冬季の⽇中加温、夏季の夜間

冷房に取り組み、省エネと生育促進、収量向上を図る

事業開始

の背景

取組の詳細

●栽培されているきゅうりの様子
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北海道赤平市の胡蝶蘭栽培施設でのヒートポンプ導入事例

胡蝶蘭を通年栽培する施設園芸では、ヒートポンプの導入により、ボイラー運転にともなう
燃料費を約64%削減し、ヒートポンプ冷房の活用で出荷時期の調整も可能になりました

●胡蝶蘭栽培施設に設置されたヒートポンプの全体像

設備構成

・

導入費用

• 1棟約450ｍ2×12棟

• 地中熱交換器 85m×78箇所

78箇所の地中熱交換器を3台の機械で約70⽇間で設

置

• 地中熱ヒートポンプ高温型 270馬力（135馬力×2

基）

• クッションタンク 4t×2基

導入効果

• 冬期最低15℃〜夏期最高30℃で温度をコントロール

• ヒートポンプ導入により、暖房料金を年間2,400万円削

減。670tのCO2排出量削減効果があった

• 光熱費において、従来の灯油温水ボイラーは2,838万円

/年であったのが、地中熱ヒートポンプでは970万円/年と

約64%削減され、建設コストも約8年で回収できる

• CO2排出量おいて、従来の灯油温水ボイラーは946 t/

年であったのが、地中熱ヒートポンプでは283 t/年と約

70%削減された

• 冷房の活用ができるようになり出荷時期調整の優位性

が生まれた

• 事業・雇用の継続のために、抜本的な製造コストの低

減が必要不可⽋（年間売上高の26.5％が暖房用燃

料費）

• 代替エネルギーとして地中熱ヒートポンプを策定

• 石炭の街から環境配慮の街へ

事業開始

の背景

取組の詳細

●ヒートポンプ設備の詳細



地中熱利用の事例
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地熱と地中熱の活用方法の違い

地熱発電は地熱貯留層に保存されている熱を主に発電に利用する⼀方で、地中熱とは、
浅い地中に存在する熱であり、主として温度調整や給湯等の加温としてに利用されます

エネルギー源

地熱 地中熱

⚫ 火山性の地熱地帯の地下深部に形成されることが多い地

熱貯留層に存在する、流体となっている熱（地熱流体）

⚫ およそ200〜300℃である

⚫ 浅い地中（100m程度まで）に存在する、比較的低温の

熱

⚫ およそ15℃前後である

利用用途

⚫ 地熱貯留層より地熱流体を取り出し、タービンを回転させ

て電気を発電

➢ フラッシュ式発電

➢ バイナリー発電

⚫ ZEB/ZEHの冷暖房や給湯システムに利用

➢ ヒートポンプ

➢ 熱伝導

➢ 空気循環

⚫ 農業において、土壌の温度調整にも利用

イメージ図

出所：https://www.enecho.meti.go.jp/category/resources_and_fuel/geothermal/explanation/development/about/ および

https://energyx.saga.jp/glossary/geothermal-heat/

https://www.enecho.meti.go.jp/category/resources_and_fuel/geothermal/explanation/development/about/
https://energyx.saga.jp/glossary/geothermal-heat/
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地中熱の利用形態の例

地中熱利用とは、年中⼀定の温度で保存されている地中熱を、不凍液や地下水、土間
床、空気を通して地上に輸送し、温度管理のエネルギーとして活用するシステムです

利用形態

のイメージ

利用用途

導入先

クローズドループ方式は、深度100ｍ程度までの地中熱交換

器とヒートポンプの間で水・不凍液等を循環させて熱を利用す

るもので、地下水を揚水しないため地盤沈下の恐れがない

 

オープンループ方式は、井⼾から揚水した地下水をヒートポンプ

に通水させて熱を利用す るもので、帯水層に蓄熱する方式も

あり、地下水・地盤環境への影響がない場合に適用できる

◇住宅・ビル等の冷暖房・給湯 ◇農業施設の空調

◇プール・温浴施設の加温 ◇路面の融雪・凍結防止

地中に埋設した熱交換パイプ、あるいは

ダクトに外気を導入・通気し、熱交換

された空気を室内に取り込む

◇住宅・ビル等の保温・換気

クローズドループ方式は、地中熱交換器

と放熱管の間で不凍液等を循環させて

熱を利用するもので、地下水を揚水しな

いため地盤沈下の恐れがない

オープンループ方式は、井⼾から揚水した

地下水を放熱管に通水させて熱を利用

するもので、地下水・地盤環境への影響

がない 場合に適用できる

◇路面の融雪・凍結防止

◇住宅・ビル等の冷房

出所：https://www.geohpaj.org/introduction/index1/types 

https://www.geohpaj.org/introduction/index1/types


3,218 件

37%

2,212 件

25%

2,256 件

26%

857 件

10%

218 件

2%

ヒートポンプ 水循環 空気循環 熱伝導 ヒートパイプ

1,301 件

40%

764 件

24%

394 件

12%

388 件

12%

324 件

10%

47 件

2%

住宅 商業・サービス施設 産業・インフラ施設

公共施設 教育・福祉施設 その他
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地中熱利用の利用方法別累計設置件数

（2021年度末時点）
地中熱利用ヒートポンプを用いた施設別累計設置件数

（2021年度末時点）

地中熱利用の利用手法の大半はヒートポンプと水循環が占めており、ヒートポンプの設置件
数のうち40%が住宅に設置されています

出所：https://www.env.go.jp/content/000122999.pdf 

農業施設

186件

https://www.env.go.jp/content/000122999.pdf
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秋田市庁舎におけるヒートポンプ導入事例（1/2）

秋田市庁舎は、 機械を介さずに太陽熱や光、風等の自然エネルギーを建物に利用する
「パッシブ建築」の考え方をもとに地中熱ヒートポンプ等の省エネ設備が導入された庁舎です

⚫ 秋田市庁舎の省エネ設備の全体像

システム

概要

• 地中熱ヒートポンプは，サーマルレスポンス試験の結果が

良好だったことから、メインの熱源として昼間のベース運

転に加え、夜間は水蓄熱槽と組み合わせて深夜電⼒

による蓄熱を⾏っている

• 震災の影響から、中長期的なエネルギー事情の変化に

対応できること、信頼性の向上等を踏まえ、電気熱源と

ガス熱源をバランス良く組み合わせた

省エネを

実現させる

工夫

• 夏季は、使用されていない融雪用のボアホールを連結す

ることで、放熱設備に約20％程度の余裕を実現
• 制御として、 空調システムの効率を向上させる送水差

圧設定制御と、熱源機器の効率を向上させて全体的

なエネルギー消費を削減する送水温度可変制御を採用

• 夜間休⽇運転が必要な系統や、個別の冷暖房に対応

する必要がある系統には、個別空調機を計画し、中央

熱源が稼働しなくとも運用が可能なように設計

• 「寒冷地に立つ災害に強い環境建築」をめざし、自然換

気や自然採光を活用するパッシブ建築をベースとして、

省エネ性の高い寒冷地に適した設備システムの構築、

再生可能エネルギーの導入等を主要なテーマとして計画

• 豊富な地下水を活用すべく地中熱ヒートポンプを導入

事業開始

の背景

取組の詳細

⚫ 秋田市庁舎の外観
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秋田市庁舎におけるヒートポンプ導入事例（2/2）

地中熱ヒートポンプを活用した空調システム全体の見直しと、太陽光発電によって生成され
た電⼒を電⼒源として活用することで、庁舎のZEB-Readyが実現されました

運転概要

• 冬季は夜間10時間運転、昼間の追いかけ運転無しで

運用されており、熱源水の温度は約8℃ で熱源から杭

に送水され、12〜13℃で熱源に戻ってきている

• 夏季は昼間の追いかけ運転を⾏っており、熱源水の温

度は約23〜25℃程度で熱源から杭およびボアホールに

送水され、18〜20℃で熱源に戻ってきている

導入効果

• 年間の延床面積あたり一次エネルギー消費原単位は、

858MJ/㎡・年であり、空調関連（熱源、熱源補機、

水搬送、空気搬送）が全体の40％を占めていた

• 一般的な庁舎との比較では、OAコンセントも含む⼀次

エネルギー消費原単位は32％削減された

• ZEB評価として、OAコンセントによるエネルギー消費量を

除くと 53％削減となり、太陽光発電による発電量の評

価と合わせるとZEB-Readyが実現された

• 地中熱ヒートポンプ半密閉レシプロ式

• プレート式熱交換器

• 杭利用採熱／放熱管（冷房時は杭＋ボアホール併

用）

基礎杭50ｍ×36本

冬期融雪／空調兼用ボアホール100m×25本

設備構成

取組の詳細 ●秋田市庁舎に設置された地中熱利用ヒートポンプの導入効果
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広島県三次市におけるピーマン栽培施設における導入事例

地中熱ヒートポンプを用いてハウス内部・土壌の加温を行うことで、重油ボイラーを用いる場
合と⽐べてハウス1棟当たりのランニングコストが年間18万円程度削減された事例もあります

⚫ カラーピーマン栽培施設に設置された地中熱利用ヒートポンプ

設備構成

・

導入費用

• トラス式パイプハウス：270m2（6m×45m）、2棟

• 地中熱交換器（ハウス内） : L=100m×6本

• ヒートポンプ （ハウス内） : 67.8kW×1台

消費電力15.5kW

給気風量9,000m3/h

• 地中熱交換器（土壌） : L=100m×1本

• ヒートポンプ（土壌） : 67.8kW×1台

消費電力15.5kW

導入効果

• 外気温度は最低で-10℃程度まで低下しているが、室

内温度は18℃前後

• 地中温度は配管深度で25~28℃、地表付近で

23~25℃程度に昇温

• 重油ボイラーと比較して、地中熱ヒートポンプを利用した

場合、年間のランニングコストは約30%（36万円

/540m2）削減された

• CO2排出量は、37.4%削減された

• ミサワ環境技術株式会社が主導（自社園芸施設）

• 夏野菜のカラーピーマンを冬季に安定供給することを目

指した

事業開始

の背景

取組の詳細

⚫ ヒートポンプ導入効果 ⚫ 栽培されたカラーピーマン



（出典）
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出所（1/2）

本事例集の作成にあたり、以下の資料を参照しました

事例名 出所

電飾菊栽培施設への太陽光発電・HP導入事例 https://www.hrrc.jp/pdf/04/h25/itaku_12.pdf

群馬県高崎市における水耕栽培ハウスへの太陽光発電導入事例 https://www.maff.go.jp/j/study/einougata_taiyoukou.html/attach/pdf/einou_kaigi-
17.pdf 

千葉県市原市における実証試験農園SUNファーム市原への太陽光

発電導入事例

https://miraiecosharing1.com/page-1094/
https://solar-sharing.org/
https://solar-sharing.org/futuristic/

福島県いわき市あかい菜園におけるヒートポンプ導入事例 https://www.maff.go.jp/j/seisan/kankyo/ondanka/attach/pdf/index-30.pdf
https://www.tohoku-epco.co.jp/bridge/generalarticle/2024/posts0216.html 
https://www.nepon.co.jp/nk/ngp109.html 
https://www.nochuri.co.jp/report/pdf/nri1709re4.pdf

ハウスみかん栽培施設へのヒートポンプ導入事例 https://www.maff.go.jp/j/seisan/kankyo/ondanka/attach/pdf/index-30.pdf 
https://www.kyushu.meti.go.jp/seisaku/recycle/oshirase/j_credit_jirei_4.pdf 
https://www.maff.go.jp/j/kanbo/kankyo/seisaku/climate/jcredit/norinsui/interview/inter
view.html 
https://www.pref.saga.lg.jp/kiji00361782/3_61782_99304_up_y56czapp.pdf

ヒートポンプ導入にともなうＪ－クレジット登録事例 https://www.maff.go.jp/j/seisan/kankyo/ondanka/attach/pdf/index-30.pdf 
https://www.kyushu.meti.go.jp/seisaku/recycle/oshirase/j_credit_jirei_4.pdf 
https://www.maff.go.jp/j/kanbo/kankyo/seisaku/climate/jcredit/norinsui/interview/inter
view.html 
https://japancredit.go.jp/pdf/jcrd/P00051_1.pdf 
https://japancredit.go.jp/data/pdf/credit_002.pdf 
https://www.pref.saga.lg.jp/kiji00361782/3_61782_99304_up_y56czapp.pdf

https://www.hrrc.jp/pdf/04/h25/itaku_12.pdf
https://www.maff.go.jp/j/study/einougata_taiyoukou.html/attach/pdf/einou_kaigi-17.pdf
https://www.maff.go.jp/j/study/einougata_taiyoukou.html/attach/pdf/einou_kaigi-17.pdf
https://miraiecosharing1.com/page-1094/
https://solar-sharing.org/
https://solar-sharing.org/futuristic/
https://www.maff.go.jp/j/seisan/kankyo/ondanka/attach/pdf/index-30.pdf
https://www.tohoku-epco.co.jp/bridge/generalarticle/2024/posts0216.html
https://www.nepon.co.jp/nk/ngp109.html
https://www.nochuri.co.jp/report/pdf/nri1709re4.pdf
https://www.maff.go.jp/j/seisan/kankyo/ondanka/attach/pdf/index-30.pdf
https://www.kyushu.meti.go.jp/seisaku/recycle/oshirase/j_credit_jirei_4.pdf
https://www.maff.go.jp/j/kanbo/kankyo/seisaku/climate/jcredit/norinsui/interview/interview.html
https://www.maff.go.jp/j/kanbo/kankyo/seisaku/climate/jcredit/norinsui/interview/interview.html
https://www.pref.saga.lg.jp/kiji00361782/3_61782_99304_up_y56czapp.pdf
https://www.maff.go.jp/j/seisan/kankyo/ondanka/attach/pdf/index-30.pdf
https://www.kyushu.meti.go.jp/seisaku/recycle/oshirase/j_credit_jirei_4.pdf
https://www.maff.go.jp/j/kanbo/kankyo/seisaku/climate/jcredit/norinsui/interview/interview.html
https://www.maff.go.jp/j/kanbo/kankyo/seisaku/climate/jcredit/norinsui/interview/interview.html
https://japancredit.go.jp/pdf/jcrd/P00051_1.pdf
https://japancredit.go.jp/data/pdf/credit_002.pdf
https://www.pref.saga.lg.jp/kiji00361782/3_61782_99304_up_y56czapp.pdf
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出所（2/2）

本事例集の作成にあたり、以下の資料を参照しました

事例名 出所

三次ピオーネ生産組合でのヒートポンプ導入事例 https://www.maff.go.jp/j/seisan/kankyo/ondanka/attach/pdf/index-30.pdf 

JA伊万里でのヒートポンプ導入事例 https://www.maff.go.jp/j/seisan/kankyo/ondanka/attach/pdf/index-30.pdf 
https://www.pref.saga.lg.jp/kiji00322215/3_22215_201662_up_gr4ilahk.pdf

北海道赤平市の胡蝶蘭栽培施設でのヒートポンプ導入事例 https://www.agri.tohoku.ac.jp/icaf/tascr/report/pdf_seminar/20131213_zeneral_tanifuj
i.pdf 
https://akabira-orchid.jp/eco/ 

高知県の農業者におけるヒートポンプ導入・Ｊ－クレジット登録事例 https://japancredit.go.jp/ 

秋田市庁舎におけるヒートポンプ導入事例 http://enec-n.energia.co.jp/enec_data/chikunetsu/heatpump/hp91/hp91_09.pdf 

広島県三次市におけるピーマン栽培施設における導入事例 https://www.agri.tohoku.ac.jp/icaf/tascr/report/pdf_seminar/20131213_misawa_tanak
a.pdf 
https://www.ecomisawa.com/constructionexample.html#al7

https://www.maff.go.jp/j/seisan/kankyo/ondanka/attach/pdf/index-30.pdf
https://www.maff.go.jp/j/seisan/kankyo/ondanka/attach/pdf/index-30.pdf
https://www.pref.saga.lg.jp/kiji00322215/3_22215_201662_up_gr4ilahk.pdf
https://www.agri.tohoku.ac.jp/icaf/tascr/report/pdf_seminar/20131213_zeneral_tanifuji.pdf
https://www.agri.tohoku.ac.jp/icaf/tascr/report/pdf_seminar/20131213_zeneral_tanifuji.pdf
https://akabira-orchid.jp/eco/
https://japancredit.go.jp/
http://enec-n.energia.co.jp/enec_data/chikunetsu/heatpump/hp91/hp91_09.pdf
https://www.agri.tohoku.ac.jp/icaf/tascr/report/pdf_seminar/20131213_misawa_tanaka.pdf
https://www.agri.tohoku.ac.jp/icaf/tascr/report/pdf_seminar/20131213_misawa_tanaka.pdf
https://www.ecomisawa.com/constructionexample.html#al7
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